
令和５年度 自己評価・学校関係者評価 報告書 
                                     岐阜県立大垣桜高等学校 学校番号 ２８ 

Ⅰ 自己評価 

１ 学校教育目標 
豊かな人間性を育み、家庭・福祉の専門的知識や技術を生かして、生活産業や地域社

会に貢献し、信頼と社会性を身に付けた人材の育成。 

２ スクール・ポリシー 

『 育 て た い 生 徒 像 』 

グ ラ デ ュ エ ー シ ョ ン ・ ポ リ シ ー （ Ｇ Ｐ ）  

『 生 徒 を ど う 育 て る か 』 

カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー （ Ｃ Ｐ ）  

『どんな生徒を待っているか』  

ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー （ Ａ Ｐ ） 

確かな学力の定着と家庭・

福祉の専門的な知識・技術

を身に付けるために、自ら

学び自ら考え、主体的に学

習に取り組む生徒 

基本的な生活習慣を確立

し、規範意識を身に付け

て、正しく判断し、主体的

に社会に貢献しようとす

る生徒 

望ましい労観や職業観を

養い、職業人として必要な

豊かな人間性と能力の伸

長に努める生徒 

規律ある生活態度を身に

付け、自ら判断し行動でき

る態度の育成 

基礎的・基本的な学力の向

上を図り、家庭・福祉の専

門的な知識・技術を習得さ

せ、一人一人の進路実現を

支援 

家庭や地域社会と連携・協

働し、安全で安心な学校づ

くりを推進 

基本的な生活習慣を身に

付け、自ら学習環境を整え

て充実した学校生活を送

ろうとする生徒 

家庭・福祉の専門的な学習

をとおして、自ら課題を見

つけ、解決し、地域社会に

貢献しようとする生徒 

情報モラルや規範意識の

向上に努め、防災意識を高

め、自分の命は自分で守る

という強い意識をもった

生徒 

 

◇教務部（教育課程・学習指導） 

４ 現状、生徒及び保護者等を 

対象とするアンケートの 

結果分析等 

・教育方針・学校経営に関して、生徒・保護者共にＡ(よくあてはまる)とＢ(やや

あてはまる)の回答の割合が全ての項目で、昨年度より高く、80％以上という評

価を得ることができた。 

・学習指導の項目は、授業以外の体験学習等の機会や「課題研究」（生デ・服デ

・食物）「介護総合演習」（福祉）といった専門科目の学習に満足感を得てい

ることがわかる。保護者からは、わからないという回答が高い。広く地域や保

護者にＰＲする必要がある。 

５ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

１ 基礎的・基本的な学習内容の定着と、専門的な知識・技術の向上を図るた

め、主体的・対話的な授業をデザインし、「分かる授業」「意欲的に取り

組む授業」の実践に努めるよう校内研修・授業改善を行う。 

２ 各教科・科目において生徒自身が学習する目的を理解し、自ら課題を見付

け解決しようとする態度を育成するため、指導目標と評価規準を明確にし

、効果的なＩＣＴ活用や教科横断的な指導計画や指導内容、評価方法や教

材等の工夫・精選を図る。 

３ 教育活動を積極的に保護者や地域へ発信し理解や関心を得る。 

４ 情報セキュリティを確保するため、ＩＣＴ機器環境整備に努め、情報管理を

進める。 

５ 学んだ知識・技術を定着させ、学んだ力を社会に生かそうとする力を身に

付けさせるため、自らの学び方に興味・関心をもたせるとともに、学習習

慣の確立を図る。 



６ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

・校内研修の活発化や情報交換（公開授業実施、授業参観事後交流） 

・教務部を中心に各学科及び各教科、各学年と連携、アンケート調査と対応等の

検討 

・情報部が教務部に１本化された事で、より効果的にＩＣＴを活用するための授

業実践・校内体制の整備 

７ 目標の達成に必要な具体的な取組 ８ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

 

（１）公開授業週間の積極的な授業参観の実施と研修 

（２）授業の目標を明確にし、効果的にＩＣＴを活用

し生徒の興味･関心を高め自ら課題を発見し、

意欲的に取り組む授業実践 

（３）家庭学習時間調査の実施と分析 

   朝のＳＨＲ時間の学習への取組実施 

 

（１）公開授業の活性化・授業参観報告、校内研修報告

   

（２）授業評価（生徒アンケート）結果 

成績不良者の減少  

（３）家庭学習時間調査結果 

   漢字能力を高める学習や読書習慣の定着  

９ 取組状況・実践内容等 10 評価視点  11  評 価 

 

・公開授業週間において相互に参観し、事後交流会

を実施し生徒の学びを深める工夫をする。 

・授業評価を実施し、集計結果を授業改善に活かす 

 

 

 

・課題提出の徹底を図る。考査前家庭学習時間調査

を実施し、集計分析し学習指導に活かす。 

 

①授業改善に向けて取り組むこと

ができたか。 

②生徒の実態を把握し、授業目標

を明確にし、わかる授業・意欲

的に取り組む授業が実践できた

か。 

③家庭学習習慣が身に付き、家庭

学習時間が増加したか。 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 
12 
成
果
・ 

課
題 

○公開授業週間に研究授業日を設定するなど、参観しやすいようにし、授業参観と

相互評価を行う取組を継続した。 

○ＩＣＴ機器の導入に伴って、効果的な活用をしている先生の授業を中心に研修を

行うなどしたことで、さらに推進され、「わかりやすい授業」につなげることが

できた。 

▲考査前家庭学習時間調査を継続している結果、前期中間から期末へは学習時間が

多少増加するが後期中間に減少し、現状で満足して意欲的な学習態度への向上が

見られない。年々、学習時間が減少していく傾向が見られる。家庭学習の習慣を

身に付けさせる指導を充実させる必要がある。 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

13 来年度に向けての改善方策案 

・基礎学力の定着：自ら考え課題を発見し、解決する学習の実践のためには基礎学力が不可欠であることを、繰り返し

伝えるとともに、基礎学力の定着に向けて家庭学習の習慣を身に付けるための課題指導の充実。 

・校内研修の継続：研修主事をおくことで、各教科を超えた研修を充実させることができた。授業やその他学校行事等

において、効果的なＩＣＴ活用についての今後も研修の継続が必要である。 

 

Ⅱ 学校関係者評価        実施年月日：令和５年１月１７日 

【意見・要望・評価等】 

・「家庭・福祉」の専門科として、桜高校でしか学ぶことができない授業などは他校に負けない強みである。

自己評価からも専門性を高める部分について力を入れており、成果が出ている様子が伝わってきます。 

・生徒主体の取組が活かされている。 

 

 

◇生徒指導（教育相談） 

４ 現状、生徒及び保護者等を 

対象とするアンケートの 

結果分析等 

・モラルやマナー指導については、生徒・保護者とも高評価である。
集会や校内放送、クラスへの連絡等が奏功している。 

・いじめなどの生徒間トラブルへの対応は当事者およびその関係者で
完結し、公表しないため、保護者の回答は「わからない」が多い。 



５ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

・自己指導能力（TPOをわきまえた行動・言動・身だしなみを自主的
に判断し、実行できる力）の育成 

・共感的生徒理解を基盤とし、職員間の情報共有、共通理解、組織対
応を徹底する。 

６ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

生徒指導および教育相談：生徒指導部、各科、各学年会、養護教諭 
いじめ防止対策委員会 

交通安全指導：交通安全委員会、生徒会、家庭クラブ、MSL 
生活安全指導：生活委員会、生徒会、MSL 

７ 目標の達成に必要な具体的な取組 ８ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

（１）全職員による身だしなみ指導を実施 
（２）いじめ・心のアンケートの実施 

（３）交通安全指導 

（４）情報モラル指導 

（５）生徒会との制服・校則に関する意見交換会 

（１）身だしなみ違反での指導数の減少 
（２）トラブル件数の減少 

（３）交通事故件数の減少・事故対応力の向上 

（４）情報モラル違反の減少 

（５）規則を守ろうとする生徒の増加 

９ 取組状況・実践内容等 10 評価視点  11  評 価 

・毎月のさくらcheck（身だしなみ指導）の実施 

・教育相談週間、i-check、心のアンケート、いじ 

めに関するアンケートによる問題の早期発見 

・MSLと職員による年５回の交通安全啓発活動 

・自転車安全運転チェックの実施（交通安全委員） 

 

①身だしなみ指導数の減少 

②アンケートの１００％回答 

 回答者全員への面談 

 ＳＣ希望生徒全員の実施    
③交通事故件数の減少 
 交通マナーの向上 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

12 
成
果
・ 

課
題 

〇「心のアンケート」「いじめに関するアンケート」により、見えない部分の 
生徒の悩みを拾い上げることができている。 

△問題行動の発生件数は減少しているが、小規模の人間関係トラブルは依然と 
して多く発生している。教員がどこまで介入すべきなのか、匙加減に苦慮。 

▲いじめではないが、何となく人間関係に疲れて教室に行きたくないという生
徒に対し、組織でサポートするような体制が作れなかった。 

▲交通ルールを守れない生徒が多く事故も多い。ヘルメット推奨を含め、継続
して交通安全の啓発を行う。毎年実施の交通安全講話も工夫や改善が必要。 

 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

13 来年度に向けての改善方策案 
・教育相談的な事案が今後も増えることが予想されるため、教育相談の組織強化を図りたい。 
・遅刻過多の生徒に対し、年度当初に掲げた遅刻指導ができていないため、生徒指導部と担任の連携 
をさらに深めていきたい。 

・生徒指導部内の業務分担の偏りをなくし、複数で同一業務が遂行できるような体制づくりを行う。 

 
Ⅱ 学校関係者評価        実施年月日：令和５年１月１７日 

【意見・要望・評価等】 

・生徒のSOSを敏感にとらえ、いじめ等を未然に防ぐため、生徒とのコミュニケーションがより一層とれると

よい。 

・学校行事もコロナ前に近づいていることがうれしいです。地域（墨俣）との交流・活動も活発にお願いした

い。 

・部活動の中には、特色ある部活もあり、伝統も実績もある。ＰＲ活動を重視して、一人でも多くの部員を集

め、より一層の活躍に期待します。 

 

◇進路指導部 

４ 現状、生徒及び保護者等を 

対象とするアンケートの 

結果分析等 

・「進路情報の提供」「将来の希望に沿った具体的な進路指導」の項
目で９割弱の生徒から高い評価を得た。進路行事の準備や説明を丁寧
に行ったことが生徒の進路意識を高めたと思われる。保護者からの評
価も「情報提供の場の設定」「希望に沿ったアドバイス」の項目で８
割から高い評価を受け、低い評価の割合が昨年度から減少した。ただ
「わからない」とした割合は１～1.5割程度あり、昨年度とほぼ変わら
ない。 

・学年会と連携し、生徒への丁寧な個別対応を心掛けるとともに、家



庭で進路について話題にしてもらうよう働きかけていく必要がある。 

５ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

１社会において信頼と尊敬を得る人材の育成をするため、基本的生活習

慣、豊かな教養やマナーの定着、基礎学力の向上のための指導を充実

する。 

２進路指導に対する全職員の共通理解を高め、３年間を見通した計画的

・組織的な進路指導体制を確立する。 
３生徒一人一人と保護者に適切な進路情報を提供できるよう、ガイダ 
ンス機能を充実する。 

６ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

・進路指導部と各教科（基礎学力定着に向けての取組指導） 
・進路指導部と学年会（キャリア・ガイダンスなどの指導） 
・進路指導部と専門科（地域人材を活用したキャリア教育） 

７ 目標の達成に必要な具体的な取組 ８ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

（１）進路希望調査により個々の生徒状況を把握 

し、指導に生かす。 

（２）基礎力診断テストにより学力状況を把握し、基 

礎学力向上に取り組む。 

（３）各種ガイダンスの実施 

（４）進路別指導の実施 

（１）未定者の減少、希望の明確化 

 

（２）基礎力診断テスト３教科の平均点と推移 

 

（３）アンケート結果 

（４）就職内定状況・進学合格状況 

９ 取組状況・実践内容等 10 評価視点  11  評 価 

・進路希望調査や進路先研究によって生徒希望の把 

握に努め、その結果を教育相談や懇談で活用した。 

・基礎力診断テストの結果返却時に、その意味や活用 

方法を指導し、振り返りや復習に取り組ませた。 

・学年別ガイダンスを実施し、進路意識の向上

に努めた。 

①生徒の状況を把握し、個に応じた

適切な指導ができているか。 

②進路行事の目的や意義を理解し、

目標や見通しをもって取り組むこ

とができているか。 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

12 
成
果
・ 

課
題 

○３年生の進路実現に向けて、学年会と連携を取り、全職員の協力を得ながら面
接指導、進路指導を行い、進学・就職ともに良好な成果を得た。 

○ガイダンスなどの進路行事に、生徒は積極的な態度で参加し、自信の進路につ
いて考えることができた。 

▼生徒・職員への進路情報伝達の方法について、効果的な時期や方法を勘案し
、体系立てて実施する必要がある。 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

13 来年度に向けての改善方策案 
・各進路行事の目的を明確に提示し、職員の共通理解のもとで効果的に実施する。 
・進路実現に向けて、生徒に目標の早期明確化と自らの取組姿勢の振り返り、改善を促す。 
・「基礎力診断テスト」「キャリア・エッセイ」のフィードバック方法を工夫し、有効活用に繋げる｡ 

 
Ⅱ 学校関係者評価        実施年月日：令和５年１月１７日 
【意見・要望・評価等】 

・進学率が高くなっていることから、早期に目標を定め、それに向かっての学習意欲を高めることができたら

よい。 

・進学、就職ともに良好であったことは、指導される先生方の努力の賜物です。進学希望者が増加傾向にある

ようで、その対策に一層の充実が必要である。 

・各種コンクールや資格試験・検定などへのより一層のチャレンジと結果に期待しています。 

 

◇家庭・福祉部 

４ 現状、生徒及び保護者等を 

対象とするアンケートの 

結果分析等 

・学習指導に関して生徒のアンケートから１，２年生での学びが基礎
となり、３年生での「課題研究」「介護総合演習」で更に力を付け、
進路実現に繋がっていると感じている。また、生徒は多方面から評価
をされていると感じている。 
・ICTを活用した学習や協働的な学びに関して保護者、生徒の評価が
下がっている。タブレットの活用の工夫が必要である。 

５ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

１ 基礎的学力・専門的知識や技術の習得・向上を図り、自律的な学習

習慣を定着。自ら学ぼうとする主体性や社会と関りながら将来を切

り開いていく力（自立力）を養うための指導研究をする。 



２ 積極的な研究活動や奉仕活動の実践をとおし、自らの役割と責任を

果たしていく力（共生力）を育てる。 

３ 可能性に挑戦し、専門的知識・技術を生かした進路選択を自ら行う

ことができる力や地域社会に貢献できる力（自己実現力）を育てる。 

６ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

自立力の育成：各科、各学年会、各教科 
共生力の育成：各科、各分掌、学校家庭クラブ 
自己実現力の育成：各科、各学年、進路指導部 

７ 目標の達成に必要な具体的な取組 ８ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 
（１）生徒の実態を踏まえた教科研究と授業研

究 
（２）各種資格取得率アップ 
 
（３）学校家庭クラブ研究活動の充実 
 
（４）地域との連携を図り、様々な実習や研修

に向けての事前事後指導の充実 

（１）学校評価、授業評価（生徒アンケート） 

 

（２）家庭科技術検定 ビジネス文書実務検定 

   介護福祉国家試験等の合格率の向上 

 

（３）全校生徒への普及、生徒の取組状態 

 

（４）進路実現 

９ 取組状況・実践内容等 10 評価視点  11  評 価 

・専門教科の授業における授業改善 

（ICTを活用した授業の実施） 

・各学科の行事内容及び成果の積極的な広報 

・家庭クラブの研究活動継続 

・家庭科技術検定、ビジネス文書実務検定、介護
福祉国家試験等専門性を高める試験への取組 

・身だしなみや挨拶指導 

・インターンシップの実施、各科行事の内容の見
直し、事前指導の徹底、事後指導の実施 

 
 

① 学校評価、授業評価、進路実
現 

② HP更新と新聞社等でのPR活
動 

③ 学校家庭クラブ役員、家庭・
福祉教員のアンケート 

④ 専門性を高める試験への取組
と合格率 

⑤ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟや連携機関・企業
の評価、生徒評価 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

12 
成
果
・ 

課
題 

○地域との連携活動も活発に行うことができた。１，２年生の基礎が３年生の
応用に繋がることを地域連携や資格挑戦から実感できた。その結果が学校評
価の生徒の結果に表れ、進路実現にも繋がっている。専門学科の特色ある授
業・研修などを通して、多くの生徒の著しい成長を見ることができた。 

▲保護者や地域へ生徒の活躍、成長の様子を発信し、本校、本科の理解を深 
め、学習への協力や連携の充実を図る。 

 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

13 来年度に向けての改善方策案 

・保護者・地域、各学年・分掌との連携を図る。 
・各学科における専門科目の指導計画や目指す生徒像の見直しと教員間の共通理解を図り、実習課題
の検討、ICT活用、教材・指導方法の研究を行う。 

・自分の専門性を高まるための資格やコンクールへの挑戦の仕方、進路選択が多様化している。今後
も様々な授業や体験学習を通して、生徒が自ら取り組むことができる姿勢やリーダーを育てる等、
指導体制の構築を図る。 

 
Ⅱ 学校関係者評価        実施年月日：令和５年１月１７日 

【意見・要望・評価等】 

・10月の文化祭からさらに専門性が高く、また各科の特色を生かした発表となっており、まさに集大成という 

想いが伝わってきました 

・保護者の参観もあり、桜高校での学びを直に見ていただくことができた点もよかったです 

・最初から最後まで「生徒が主体的に取り組む」ことができた発表の成功には、先生方のご指導があったから

こそと思います。開催場所について、相当なご苦労があったと思いますが、ここから新たな伝統が生まれて

いくことを期待します。 

 

 

 


